
              

  

来週は学年最後の授業参観です。どの学年も、学習発表会のような形態だと思われます。お子さんが大

勢の人の前ではっきりと発表できているかだけでなく、他の子の発表も落ち着いた態度で聞いているか、

４５分間集中が続いているかにも注目していただけたらと思います。もちろん、発表の後は 

「○○が、わかりやすかったよ。」「去年はできなかったのに、今年はできるようになっていて 

すごいね。」など、具体的に良かった点を褒めることもお忘れなく！ 

今号は、お子さんの好ましい行動を増やすために必要なかかわり方について、紹介します。お子さんと

のかかわりを「ほんの少し見直す」ことで、お子さんの行動に変化が見られます。ぜひ参考にされてみて

ください。 

 
♦お子さんの対応に困っていませんか？ 
〇何度言ってもいうことを聞かない         日々の対応に追われる中で… 

〇泣いて自分の意見を押し通そうとする       あ～あ。  もぉ～！  もう知らない！ 

〇いたずらを繰り返す               コラッ！  いい加減にしなさい！ 

〇わざと～する 

                     といった声かけや反応をすることも増えてくるの

ではないでしょうか 

 

○支援のヒント 

 

 

び っ く り                  またぼくのこと 

してたぞ！               かまってくれる。  

   

 

○具体的な支援例  

※まちがった行動は無視する！ 

無視といっても、子供の存在を無視するのではなく、間違った行動に反応しないということ。私は勝手

に「優しい無視」と名付けてます。反応（注目）がないと、その行動は少しずつ減っていきます。 

 

※好ましい行動にたくさん注目してあげる 

まちがった行動に反応しないぶん、好ましい行動に注目。      好ましい行動に注目していくと 

お子さんが既にできている事、いいなと思う所に注目！       間違った行動が減り、好ましい行動が 

                                    増えていきます。      
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とっさにでた言葉や反応が子供の刺激と

なり、大人の反応を求めて間違った行動

を繰り返してしまう。（困った行動で、大

人の気を引くようになる） 


